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川内原子力事業所特集

特別インタビュー

九州電力㈱から感謝状を頂く

お客さまである九州電力㈱川内原子
力発電所の皆さまにお話を伺いました。

――川内原子力発電所の再稼働を迎え

率直なご感想をお聞かせください。

須藤所長：今までの努力が実ったこと

を嬉しく思うと同時に、当発電所の安

定・安全運転に努めなくてはならない、

と深く感じています。

また、新規制基準の策定に携わった原

子力規制庁の方々、当発電所の再稼働

に同意してくださった地元の方々、プ

ラントメーカーさん、そして誠実な施

〜川内原子力発電所再稼働への道のり〜

工を行っていただいた西日本プラント工

業等の協力会社さん、それぞれに再稼働

までご協力いただいたことに対して、感

謝の気持ちを伝えたいと思います。

――今回の新規制基準対応工事で、当

社に期待していたことはなんですか。

北原次長：西プラさんは、自らの手で

施工をすることが多いことから、プラ

ントのことを熟知しています。また、

豊富な経験と周り（お客さま、協力会

社等）との信頼関係もしっかりしてい

るので、安心して任せることができま

した。九電と西プラさん、お

互いにコミュニケーションを

しっかり取りながら、良い関

係を保つことができました。

―――当社の技術や安全・品

質管理にどのような印象をお

持ちですか。

桑木保修課長：西プラさんは

技術、安全・品質も確実で安

心して任せることができます。

他のメーカーさんからも同様

の意見を聞くこともよくあります。それ

だけでなく、作業効率化の提案もしてい

ただけるので、大変助かっています。

――九州電力殿と当社が一体となって

対応した工事のエピソードを教えてく

ださい。

桑木保修課長：竜巻対策では、前例が

なかったことから工期が短い中で西プ

ラさんの提案を取り入れながら固縛装

置を自作していただきました。他にも

九電と西プラさんで協力して相互に意

見や知恵を出し合いながら、厳しい作

業を乗り越えました。

――最後に、今後の同発電所の安全・

安定運転に向けて当社にひとことお願

いします。

須藤所長：今後も、コミュニケーショ

ンを大切にして良い関係を維持してい

きたいです。馴れ合いにならずに、お

互いに責任感とプロ意識を持って、発

電所の安全・安定運転に努めていきた

いと思います。
取材にご協力いただいた皆さま
左から�桑木一郎保修課長、須藤�礼発電所長、諸正譲治事業所長
（当時）、北原弘道技術次長

川内原子力発電所が再稼働を
無事に迎えることができ、大変
嬉しく思います。関係者の皆さ
まには感謝致しております。
川内原子力事業所は、発電所の再稼働という「第 1
ステージ」を達成し、これからは発電所の安全・安定
運転の継続という「第 2ステージ」に全力で取り組ん
でいかなくてはなりません。所員一体となって、今ま
で積み上げてきたルールを順守し、発電所の保守に努
めましょう。

ご安全に！

川内原子力発電所が再稼働を迎えたこと、
また、再稼働に向けて微力ながら当社がその
一翼を担えたことを嬉しく思います。
新規制基準対応工事では、幾多の困難を乗
り越えて工事を完遂させた社員の皆さんを誇りに思うと同時に、当
社を支えてくださったお客さま、協力会社の皆さまなど、多くの方々
に感謝いたします。
引き続き、今後は玄海原子力発電所 3・4号機の再稼働に向けて
の工事が本格的に動き始めます。川内原子力発電所同様、当社のモッ
トーである「誠実な施工」で新規制基準対応工事を完遂させましょう。

ご安全に！

執行役員
川内原子力事業所長（12/1より所長として着任）

宮脇 勝典

取締役 上席執行役員
原子力本部長

笠野 博之

年 月 川内原子力発電所の
状況・申請の経緯他

主な
当社対応工事 トピックス

H23.3 東日本大震災発生・福島第一事故

H23.5 1号機定期検査　発電停止 ●火力では定検期間を短縮し原子力の停止に対応

H23.9 2号機定期検査　発電停止

H23.12 ●緊急安全対策に係る技術力向上訓練開始

H24.4 ●緊急安全対策要員配置　運用開始

H24.7 ●ストレステスト対応が終わったものの再稼働がみえない状況

H24.9 原子力規制委員会発足

H24.12 ●膨大な設備追加工事においては、干渉物への対応が難題

H25.4 ●�イグナイタ（電気式水素燃焼装置）の設置は格納容器頂上（高さ約70m）に計器設置とケー
ブル敷設を行った。

H25.5 ●�川内への応援者増加に伴い、応援者の労務管理や常駐管理職の負担軽減のため、原子力部
長・玄海次長・G長を派遣する管理サポートを開始

H25.7

新規制基準施行
原子力規制委員会へ新
規制基準適合性に係わ
る審査申請

●非常に広範囲な追加工事の実施が必要となる
　◦新規制基準対応工事として火災防護・電路確保・溢水対策他、多数の工事が発生

H25.8 ●火災防護の感知器増設約3,500箇所
●�当社事務所の目の前にあった海水ポンプエリアの橋型クレーンが解体・除却される。

H25.11 ●�玄海・川内での新規制基準対応工事で足場材他機材が社内リースだけでは相当な量が不足。
必要数の1/3（約77,000点）を社外リースで対応。

H26.1

H26.2 ●協力会社の要員不足に対し、新規協力会社約90社に協力要請。

H26.3 原子力規制委員会によ
る優先審査発表 ●中野事業所長（当時）ご逝去。

H26.4 ●�国の川内原子力発電所�優先審査の発表を受け、川内へ全勢力を集中投入するよう九州電力
殿からメーカー・グループ会社へ依頼。同時に要員・機材の確保要請。

H26.5
●�格納容器スプレイリングサポート耐震補強工事では、格納容器のドーム型天井に張り巡らせ
ている配管に対する超高所作業。対策として、格納容器天井クレーン上に作業用枠組足場を
設置。

H26.6

●�現場最盛期。要員（協力会社含む）：ピーク時�約1,600人
●�ハロン消火配管社員溶接士不足に伴い同業他社（㈱中部プラントサービス）へ溶接士応援を
要請。
●�現場では至る所に足場が設置され、天井付近では足場しか見えない状況。設置も管理も大変。
　◦当時の状況を表現した現場担当者の名言「犬も歩けば足場に当たる」

H26.8 ●�㈱中部プラントサービスより溶接士５名が来所

H26.9
原子力規制委員会から
1、2号機の原子炉設置変
更許可を受領

●�重大事故等対策要員の班別訓練助勢の開始

H26.10 薩摩川内市再稼働同意 ●�ハロン消火設備（2号）溶接士不足に伴い同業他社3社（四電エンジニアリング㈱・東京パ
ワーテクノロジー㈱・東北発電工業㈱）へ応援要請。

H26.11 鹿児島県再稼働同意

H26.12 ●�溶接士不足に同業他社4社�合計16名の溶接士が対応

H27.1
●�ハロン消火設備工事完了
　◦�1，2号機合計でハロンガスボンベユニット30箇所・約300本、配管総延長は約2万メート
ルに及ぶ。

H27.2
●�追加工事発生
　◦�計装配管耐震工事　◦可搬型設備（移動式電源車等）を対象とした自然災害に対する固
縛対策

H27.3 1号機の工事計画認可を
受領 ●�使用前検査対応工事開始

H27.4
●�使用前検査助勢開始
　◦検査助勢として玄海・本店より40名応援
●�川内新規制基準対応工事として最終的に約1,400件の工事を実施。

H27.5
2号機の工事計画認可を
受領
保安規定変更認可を受領

H27.6 ●�重大事故対策要員を91名体制に変更

H27.7 1号機　燃料装荷
●�川内再稼働対応として技術支援及び連絡体制の強化を実施。
　�玄海所長、次長、G長や本店原子力部副部長、G長を川内に派遣。また、本店原子力部は土日
を問わず連絡要員を配置。

H27.8 1号機　発電開始

●�シーケンス訓練
　◦�鹿児島の夏の日差しは強い。屋外の訓練続きで、訓練要員の社員は真っ黒に日焼けし汗を
流していた。訓練は真剣で実践そのもの。

　◦�訓練後の後片付け助勢も訓練毎に協力者を募り対応。注水ホースの回収や重機を使用し
ての片付けは重労働であった。

H27.9 2号機　燃料装荷

H27.10 2号機　発電開始

【川内原子力発電所　〜再稼働までの道のり〜】
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11月 25日、発電所臨時安全衛生協議会にて、当所は九州電力㈱川内原子力発電

所�須藤所長から感謝状を頂きました。

新規制基準に適合した日本で最初の発電所として川内原子力発電所 1・2号機が

注目を集める中、無事再稼働を迎えることができました。このビックプロジェクト

に対して当所も発電所に従事する一員として「一致団結、総合力」で取り組み、再

稼働に向け貢献をしたことに対して贈られたものです。

▼感謝状を頂く諸正川内原子力事業所長（当時）


